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　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様には、お健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。また、平素より当連合会の会務運
営につきまして、深いご理解とご協力を頂いておりますことに、改めて感謝申し上げます。
　当連合会会報誌の関信越間連だよりもお陰様で発行第20号を迎えることができました。これもひとえに会員
の皆様の支えがあってこそと感じております。昨年を振り返りますと、世界経済は、米国の関税率の引き上げな
ど、通商政策による影響や中国との地政学的なリスクなど、依然として不確実性の高い状況が続いています。
国内においても、歴史的には高水準の賃上げが実現する一方で物価高騰の影響が個人費消の重しとなるな
ど、経済の先行きにも慎重な見方も示されています。そのような中で、当連合会としても昨今の郵便料金の値上
げや物価高の影響もまた避けられない事態として重く受け止め、今後の会務運営を考えていかなければなりま
せん。
　全間連では、令和７年９月17日（水）に東海間税会連合会の担当により愛知県名古屋市「ANAクラウンプラ
ザホテルグランコート名古屋」において「全間連第52回通常総会」が開催されました。遠方にもかかわらず参加
協力いただいた皆様には感謝申し上げます。次回は広島間税会連合会が担当をして令和８年９月17日（木）に
「リーガロイヤルホテル広島」において第53回通常総会が開催されることとなっております。広島の開催でありま
すので多くの皆様の参加を期待致しております。
　全間連では、毎年税制及び執行に関する意見・要望の提言を行っておりますが、令和７年度も８月８日（金）に
「令和８年度税制及び執行に関する要望書」を「財務省」及び「国税庁」へ提出し、令和７年11月12日（水）に
は「自由民主党」「立憲民主党」の税制改正要望ヒアリングに出席しております。
　さて、令和５年10月から施行された「インボイス制度（適格請求書等保存方式）」ですが、本年も当連合会で
は、この制度の更なる定着に向けて引き続き周知・啓発活動に取り組んで参る所存であります。今後ともご協力
をお願い致します。
　これまでも実施しております間税会の３大事業でありますが、今後も引き続き積極的に取り組んで参る所存で
あります。令和７年度の「クリアファイル」の作成枚数は128,215枚、「税の標語」の募集点数は116,193点です。こ
の点数は昨年度の10万点越えを上回りさらに点数を伸ばしております。また、令和７年度「消費税等に関するア
ンケート調査」につきましては回答率99％と全国平均の73％を大きく上回る数字となっております。さらに「組織の
増強」につきましては本年度18,672社と、昨年度の全国第二位から再び全国第一位に返り咲きました。
　今後ともこれまでの方針を維持し、各県間連とも緊密な連携をとりながら間税会活動の活発化に努め、新た
な目標に向かって、これからも間税会を発展させていただきたいと考えておりますので一層のご協力をお願い致
します。
　結びに、各県間連ならびに傘下各単位会の益々のご発展と会員の皆様のご繫栄を祈念いたしまして年頭の
ご挨拶とさせて頂きます。

新年あけましておめでとうござ

関東信越間税会連合会 
の ぶ お

小 暮  進 勇
こ ぐ  れ

会 長
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　令和８年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　関東信越間税会連合会の皆様には、健やかに新年をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。
　旧年中は税務行政に対しまして、深いご理解と格別のご支援・ご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　昨年７月の着任以来、関東信越間税会連合会の皆様と様々な機会でお会いし、お話を伺う中で、「納税者
の自発的な納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する」という国税庁の使命を十分に果たしていくために
は、小暮会長をはじめとする関東信越間税会連合会の皆様のお力添えが必要不可欠であると改めて感じて
おり、重ねて心から感謝の意を表します。
　さて、税務行政を取り巻く環境は、近年のグローバル化やデジタル化の急速な進展により、経済社会とともに
大きく変化しております。
　このような環境の変化に柔軟かつ的確に対応するため、国税庁では、「税務行政のデジタル・トランスフォー
メーション－税務行政の将来像2023－」を公表し、「納税者の利便性の向上」、「課税・徴収事務の効率化・高
度化等」及び「事業者のデジタル化促進」を３本の柱として税務行政のDXの推進に取り組んでいるところです。
　当局といたしましても、税務行政のDXを組織的かつ継続的に進めるとともに、「あらゆる税務手続が税務署
に行かずにできる社会」を目指し、申告手続等のオンライン化はもとより、キャッシュレス納付や納税証明書オンラ
イン請求・受取の利用拡大も、より一層推進してまいります。
　関東信越間税会連合会の皆様におかれましては、国税庁後援事業である「税の標語」の募集活動のほ
か、「世界の消費税」図柄入りクリアファイルの配布活動や研修会の実施、更には、次代を担う子供達への租
税教育活動など、様 な々活動に積極的に取り組まれております。
　また、会員増強による組織拡大にも取り組まれ、会員数全国一位を達成されており、皆様の活動の成果に、
深く敬意を表する次第であります。
　こうした取組は、適正・公平な課税・徴収の実現に大いに貢献するものであり、これまでのご尽力に対しまし
て、改めて感謝申し上げます。
　間もなく令和７年分の確定申告が始まります。
　令和７年分の確定申告におきましては、マイナポータル連携を利用したマイナンバーカード方式による自宅か
らのe－Tax申告や、振替納税を中心としたキャッシュレス納付を積極的に勧奨するとともに、確定申告会場に
おきましては翌年以降に自宅からe－Taxを利用して申告できるようマイナンバーカード方式によるスマホ申告を
基本とした対応を行います。
　また、今回の確定申告では、ID・パスワードの新規発行の停止に伴う対応のほか、マイナンバーカードと電子
証明書の有効期限切れによる影響が多数発生することが見込まれることからも、マイナンバーカードと電子証
明書の更新手続など、マイナンバーカード方式によるe－Tax申告に必要な事前準備についても周知広報を丁
寧に行ってまいります。
　関東信越間税会連合会の皆様におかれましては、確定申告の円滑な実施に向け、引き続き、局署の取組に
ついて、ご支援とご協力をいただきますようお願いいたします。
　結びに当たり、新しい年が関東信越間税会連合会の皆様にとりまして、幸多き年となりますよう心から祈念い
たしまして、新年のご挨拶といたします。

　　　　　　　　

関 東 信 越 国 税 局

局 長  中 村 　 稔

令和８年の年頭に当たり、謹んで

　　　　　

 なかむら　　　みのる
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新潟間税会連合会 

群馬県間税会連合会 
会　長　大 山 賢 司

長野県間税会連合会 
会　長　倉 石 和 明

会　長　安 達  實
茨城県間税会連合会 

会　長　高 野 幹 也

　新潟県間税会連合会は構成する１３単位会へそれぞれの地域に沿った 活動および各重点施
策項目の取組を依頼しております。間税会の事業活動である、「消費税等に関するアンケート調査」、
「世界の消費税クリアファイルの配布」、「税の標語の募集」については全単位会参加にて推進し
ていただいております。
　また税務御当局や友誼団体と連携しインボイス制度や税務行政のＤＸ化に伴う「ｅ-ＴＡＸ」、「キ
ャッシュレス納付」、「電子帳簿保存法」等の普及啓蒙活動に努めて参ります。会員数はここ数年
減少傾向にありますが、事業についてはコロナ禍以前の水準に戻っていることから事業活動の推
進を通して間税会の存在意義を理解してもらい会員の 維持・拡大に努めて参りたいと思います。

　茨城県間税会連合会では、県連自体の事業活動は特に実施はしておりませんが、県下８単会へ
各地域の特色に沿った活動および各重点施策項目の取組を依頼しております。間税会の重点事業
活動である「税の標語」の募集活動、「クリアファイルの配布活動」及び「消費税等に関するアンケー
ト調査」については、各単会の協力のもとに堅実に推移しており、引続き連携して取組んでまいります。
　国税庁が推進しております税務行政のデジタル・トランスフォーメーションへの取組に於いても、引続
き各管轄税務署並びに税務行政団体との連携を図りながら、「e-Taxの利用促進」「キャシュレス納
付の促進」「電子帳簿保存法の取組」等のデジタル関係施策の周知、広報活動並びに租税教室や
各種研修会活動に努めてまいります。また、年々会員数の減少傾向にあることから、最低現状維持数
の確保を起点とした会員増への取組を図ってまいります。

　長野県間税会連合会では構成する１０単位会ごと特色のある活動を行っております。基本方針
は全間連ならびに関信越局連に準じて掲げ、それぞれの地域に合わせた事業に取り組んでいま
す。昨今、DXに向けた意識改革が進められていますが、その一環としてデジタル技術を活用するこ
とで事務作業などの合理化・効率化が期待されています。例えばe-TaxやeLTAXを導入することに
より、事務担当者等の労働時間が大幅に改善されたと報告を受けていることからも「私たちの生活
をより良い方向へ変化させている」と感じております。税務行政においても、納税者の利便性が高ま
る環境整備が進んでいますので、事業者の皆様も補助金などの制度を有効利用して業務効率化を
進めていただきたいと存じます。当会の活動においても可能な範囲で導入し、事業を遂行して参りた
いと存じます。最後に、関東信越間税会連合会員皆様の益々のご健勝と事業のご繁栄を祈念申し
上げご挨拶とさせていただきます。

　近年の税務行政を取り巻く環境は、デジタル化の進展により大きく様変わりしております。
　e-Tax の利用拡大やインボイス制度の定着化など、税務手続のオンライン化が進む中で、納税
者の利便性向上と行政の効率化をいかに両立させるかが、極めて重要な課題となっております。
　とりわけ、キャッシュレス納付の推進は、「納税者サービスの向上」や「税務行政の効率的運営」、
「公金収納の合理化」に資する重要な施策であり、今後の間税会活動の重点分野の一つであると
考えております。群馬県連では、９単位会の緊密な連携のもと、「消費税の期限内納付推進」お
よび「ゼロ無い運動の達成」を基盤としつつ、「インボイス制度の円滑な運用」と「キャッシュレス
納付の普及促進」に向け、税務当局のご指導を仰ぎながら、友誼団体の皆さまとの協調のもとで、
より一層の普及・啓発活動に努めてまいります。

安 達 實
茨城県間間税税会連合会

栃木県間税会連合会 
会長代理 小 林 秀 雄

　栃木県連においては、事業についてはコロナ渦の前の水準に戻っていますが、コロナ渦の影響で
の会員の減少により、やはり8単位会の活動に影を落としている状況と思われます。たとえば、諸会合
の参加者の数に顕著にあらわれておりますし、なんらかの対策を講じる必要があります。まずは参加
すれば有意義な情報が得られ、また楽しみのある集まりであることを実感できるようにすることが必要
ではないかと思われます。このような会合を頼極的に設営して行くように連合会としても、また各単位
会にもお願いして参りたい思っております。
　また、恒例である間税会の3大事業はもとより各種事業の確実な実施拡大にむけて努力していく所
存であり、とくに会員の増強についてはその取組の強化を図り実績を上げたいと考えております。
　最後に、税務御当局のご支援、ご指導はもとより、関東信越間税会連合会の皆様にはさらなるご指
導ご協力をよろしくお願いいたします。

会　長　安 達  實

栃木県間税会連合会
会長代理 小林秀雄
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令和７年度理事会・第３６回定期総会を開催

　

大宮間税会　大沢 　守様　 ㈱いづみや
大宮間税会　昼間 孝一様 　ヒルマン商事㈱
高崎間税会　宮田 　誠様 　㈱サンフラワー
上田間税会　三井 英和様 　三井酒造 ( 資 )

国税局幹部との協議会を開催

浦和間税会　安藤 英美様　埼玉縣信用金庫
大宮間税会　大沢 　守様　㈱いづみや
大宮間税会　阿泉 秀典様　 ㈲アズミコーポレーション
大宮間税会　大沢 武久様   ㈱大沢マネージメントオフィス
大宮間税会　男澤 　望様   毎日興業㈱
大宮間税会　河端 　一様　河端商事㈱
大宮間税会　小林又次郎様 小林又次郎税理士事務所
大宮間税会　昼間 孝一様　ヒルマン商事㈱
所沢間税会　鴨井 保夫様　㈱ネクサス・アイ
所沢間税会　小坂 雅彦様　中央商事㈱
高崎間税会　原澤 秀樹様　原澤秀樹税理士事務所

　令和７年６月17日（火）、さいたま市の大宮サンパレスに
おいて、「令和７年度理事会」及び「第 36回定期総会」が
開催されました。
（令和７年度理事会）
　理事会では正副会長の選任及び総会に付議する議
案等について審議されました。審議の結果、会長には小
暮進勇氏が再任され、また副会長には各県間税会連合
会長（埼玉を除く）が再任されました。
　また事業活動については、財務を強化するため「保険
加入の推進」を図ることが決議されました。
（第 36回定期総会）
　定期総会は小暮進勇会長のもとで、来賓として岩佐理
関東信越国税局長（当時）、篠原和幸課税第二部部長
（当時）及び各友誼団体の会長等の多くの方をお迎えし
て開催されました。
　総会では、上程された全ての議案が原案通り可決承認
されました。また、田中正夫専務理事の退任に伴い、新しく
北原浩幸氏が関東信越間税会連合会専務理事に就任
されました。

間税会活動に貢献された、次の方々が表彰されました。

組織増強に貢献された、次の方々が表彰されました。

　令和７年10月29日（水）、さいたま市のブリランテ武蔵野において、関東信越国税局幹
部との協議会が開催されました。国税局からは中村稔局長、中島隆仁課税第二部長、
國見雅英課税第二部次長及び早川祐二消費税課長が、また、当会からは小暮会長、
各副会長、専務理事及び各県事務局長が出席されました。
　中村局長は、間税会が「税の標語」の募集活動、クリアファイルの配布活動、税制及
び執行に関する要望書にかかるアンケート調査などに熱心に取り組んでいることに謝意
を述べられました。
　また、国税当局では、税務行政のDX化（デジタル・トランスフォーメーション）に取り組む
こととしており、「あらゆる税務手続きが税務署に行かずにできる社会」という税務行政の
将来像に向け、e-年調年末調整手続の電子化で業務の効率化などの推進への支援・
協力を依頼されました。さらに、インボイス制度の周知・広報等への協力の依頼がありま
した。当連合会からは、間税会の活動状況や国税局への要望事項等について説明をし
ました。

　関東信越間税会連合会専務理事を退任される田中正
夫氏及び関東信越間税会連合会女性部長や全国間税
会総連合会役員等を歴任された松本泰世氏に関東信越
国税局 岩佐　理 国税局長（当時）より長年の功績・協
力を称え感謝状が贈呈されました。
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全間連が募集した令和７年度の「税の標語」には、全国から515,489点の応募があり、そのうちから最優秀作品1点、優秀
作品4点、佳作10点、入選作品285点の合計300点が表彰されました。当連合会関係では116,193点の応募がありました。
【全国間税会総連合会 最優秀賞】
あたたかい　社会を作る　消費税　　　　　　  　　　　西会津町立西会津中学校　五寧　大陽  （喜多方間税会）
【関東信越間税会連合会長賞】
税金で　ゆたかな暮らし　明るい未来　　　　　　　　　　　　　  有限会社修幸建設　 柳沢　有美　  (浦和間税会)
納税で　あなたも私も　社会の一員　　　　　　           　　　　　　　　　　　　　　川﨑友起子　 (大宮間税会)
これからの　未来を支える　税と人　　　　　　　　　　　　 　　草加市立西町小学校　菱沼　雅結　 (川口間税会)
見渡せば　いたるところに　活きる税　　　　　　　　　　　　  飯能市立南高麗中学校　 森川　　舞　 (所沢間税会)
納税し　みんなでつくる　明るい社会　　　　　　　　　　　　東松山市立南中学校   潮田　芽依　(東松山間税会)
私の未来　かげで支える　消費税　　　　　　　　　　　　　 熊谷市立妻沼東中学校   　  (熊谷間税会)
税金で　みんなの「もしも」に　未来貯金　  　　　　　　　　　  神川町立神川中学校    杉山　太一     (本庄間税会)
助け合い　見えぬところで　働く税　　 　　　　　　　　　  　 　春日部市立緑中学校　 岩澤　　暖　(春日部間税会)
知って納得　税のしくみ　　　　　　　　　　   　　　　　　 菅野福島商事株式会社　 大塚　節子    (越谷間税会)
まず経験　便利でかんたん　e-Tax　　 　             　　茨城大学教育学部附属中学校　大竹　理代 　  (水戸間税会)
税金は　世代をつなぐ　おくりもの       　　　　　　　　　　　茨城県立藤代高等学校　　髙岡　莉埜  (竜ヶ崎間税会) 
税金が　産み出す社会　無限大　　 　             　　　        下妻市立豊加美小学校　栗原　想太 　  (下館間税会)
助け合い　見えない所で　活きる税　　　　　　　　　　   茨城県古河市立総和中学校　 千澤　彩未      (古河間税会) 
税金を 納めて見えるみんなの笑顔 明るい未来へ さあ行こう      　宇都宮市立陽東中学校   長谷部いろは (宇都宮間税会)
納税は みんなが笑顔に なる魔法　　　　　　　　　　      　   日光市立落合中学校　 福田　琉己　 (鹿沼間税会)
伝えよう　税の使い道　みんなのために　　　　　　　　　　  さくら市立熟田小学校　 小口　夢叶　 (氏家間税会)
めざします　住みよい未来を　納税で　　　　　　　　        　　 足利市立梁田小学校　　玉手　陽菜　　(足利間税会)
個々が知り　税を納めて　住みよい町を　　 　       　　　　　　藤岡市立小野中学校　田村寧音 　    (藤岡間税会)
街灯も　あなたの未来も　照らす税　　 　                         　　草津町立草津小学校　 中村亜莉寿 　 (吾妻間税会)
税金は　みんながあつめた　たからもの　　　　　　　　        　桐生市立天沼小学校　　佐藤　虹菜　　(桐生間税会)
明るい未来へ　活用される　みんなの税金　　　　　　 　 館林商工会議所　古川　智哉　 (館林税務署管内間税会)
税金は 未来を描く 筆だから みんなで出し合い 助け合おう　   長野市立三本柳小学校　　保谷　彩月　　  (長野間税会)
助け合い　みんなに届け　この税が  　　　　　　　　　　　　佐久市立浅科小学校　 高橋　優人　  (佐久間税会)
税金は　未来を変えてく　大事な 　　　　　　　　　　  　上田市立丸子北中学校　 岩下菜々紗　 (上田間税会)
あなたの税　今の「ふつう」を支えてる　　　                  諏訪清陵高等学校附属中学校　大内　夏希　 (諏訪間税会)
知っておこう 税のはたらき　大切さ　　　　　　　                  　 　　　　豊丘中学校　 田間駿太郎    (飯田間税会)
平和な暮らし 社会を支える 全ての税　　　　　　　　　　　　 木曽町立日義小学校　 大橋　　蒼　　 (木曽間税会)
納税は　身近でできる　助け合い　　 　 　　　　              　　　　　　　　中野市　真﨑　恵美 (信濃中野間税会)
この万博　税で開いた　未来展　　　　　  　　 　　　　　　　新潟市立大形中学校    近　　優作　  (新潟間税会)
税を知り　国を語れる　人となれ　　　　　　　　　　   　　　　 新潟市立金津中学校　 田邉　　翔　  (新津間税会)
税金を　納めて住み良い　街づくり　　　　　　　　　長岡市立川口中学校　 山崎　陽斗      (小千谷税務署管内間税会)
税金で　広がる私の　未来地図　　　　　　　  　　　 　十日町市立松之山中学校　 小林　茜里   (十日町間税会)
納めた税　未来を守る　幸せ貯金　　　　　　　 　　　　　　　上越市立春日中学校　 佐々木　翼　   (高田間税会)
集まった　税が未来の　地図を描く　　　　　　　　　 　　 　  妙高市立妙高中学校　 笹川　伊織　   (高田間税会)
小さな税　大きな未来を　照らす道　　　　　　　       　 糸魚川市立糸魚川中学校　 齊藤　　雫  (糸魚川間税会)
納税で　築く社会は　明るい未来　　　　　　　　　 　  東北電力ネットワーク株式会社　 大瀧　栄一　   (村上間税会)

関信越間連だより

全間連が募集した令和７年度の「税の標語」には、全国から515,489点の応募があり、そのうちから最優秀作品1点、優秀
作品4点、佳作10点、入選作品285点の合計300点が表彰されました。当連合会関係では116,193点の応募がありました。

令和７年度　税の標語
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税の理解　未来に向けて　深めよう　　　　  　　　　　埼玉県立浦和商業高等学校　新山　理華　　　 (浦和間税会)
納めよう　未来へつなぐ　消費税　　　　　　　 学校法人佐藤栄学園埼玉栄高等学校　 齋藤　夕剛　　   (大宮間税会)
税を知る　それが大人の　第一歩　　　          　学校法人佐藤栄学園栄東高等学校　 井上　　隼　　  (大宮間税会)
税金を　納めて豊かな　街づくり　　　　　　　　　　 　  草加市立瀬崎小学校　 杉浦　　翼　　 (川口間税会)
国民の　未来を支える　消費税　                                    　蕨市立中央小学校 　林　　嘉伊　  (西川口間税会)
税金が　つなぐ社会と　明日への夢　　　　  　　　　(学) 星野学園星野高等学校　 深澤　　楓　　 (川越間税会)
推しアイテム　集めるだけでも　納税者　　　　　　　　　        狭山市立柏原中学校　 岩田　海俐   (所沢間税会)
税金に　もっと関心　もっと感謝を　　　                                入間市立西武小学校　 満木　瑠菜   　 (所沢間税会)
守ろうよ　みんなの笑顔と　税のルール　　　　　　　　　　　  鳩山町立鳩山中学校　 吉野　　侑　 (東松山間税会)
納税で　創れる笑顔　守れる命　　　                            秩父市立秩父第二中学校　 平沼　夏帆   　 (秩父間税会)
税のこと　知れば見えてくる　社会の輪　　　　　　　　　      熊谷市立大里中学校　 齊藤　幸亮     (熊谷間税会)
安全な　子育て介護　税金で　　　　　　　　　      　　　　深谷市立豊里中学校　 木部　結心     (熊谷間税会)
税金で　助かる助ける　支え合う　 　　　　　　　　　　　　本庄市立本庄東中学校　 ピアモンテ リアム  (本庄間税会)
税が照らす　安心の道と　希望の灯　　 　 　　　　　　　　春日部市立飯沼中学校     塚田　美桜　 (春日部間税会)
納税で　一人一人が　紡ぐ未来　　　　　　　　　 　  　　　松伏町立松伏中学校　 上野　由愛   　(越谷間税会) 
未来をつくるのは私達　だから知ろう　税金のこと　 　　　　　　　水戸市立内原中学校  川原井　燈   (水戸間税会)
払う責任　受け取る安心　税が守る暮らしの土台　  　　　茨城県立藤代高等学校　 小澤　　聖    (竜ヶ崎間税会)
救われる　その瞬間にも　税がある　 　　　　　　　　　　下妻第一高等学校附属中学校 　岡田　悠希 　  (下館間税会)
消費税　僕らができる　国づくり　　　　　　　   　  茨城県古河市立古河第一中学校　 窪谷　奏真      (古河間税会)
税のこと　知ろう話そう　そのしくみ　豊かな暮らし支え合う　　　宇都宮市立陽北中学校　 新井田陸人 (宇都宮間税会)
ありがとう　税金で繋ぐ　明るい未来  　　　　　　　　　　　日光市立落合中学校   鈴木　仁子     (鹿沼間税会)
みんなの税が　明るい未来を　作り出す  　　　　　　　　高根沢町立中央小学校   直井　俊太     (氏家間税会)
税金の　正しい知識　未来のため　　　 　　　　　　     　足利市立筑波小学校　  石塚　浩人　 (足利間税会)
税を知り　納めて創る　よりよい未来　　　　　　　　　　　　  　葛生義務教育学校　  田名網桜月　  (佐野間税会)
税を知り　正しく納税　広がる未来　　　　　　　　　　　佐野高等学校附属中学校　  三田　陸斗　  (佐野間税会)
平等に　暮らせる国を　税金で　　　　 　　　　　　　　　　藤岡市立鬼石中学校    鈴木　音春    (藤岡間税会)
税金が　生みだす今の　あたりまえ　　　　　　　　　      中之条町立中之条小学校　 都所理緒菜     (吾妻間税会)
納税の　仕組みと義務と　知る責任　　　　　　　　　　　 沼田市立沼田中学校　 霜垣　咲優     (沼田間税会)
税のこと　知ることでわかる　大切さ　　　　　　　　 みなかみ町立みなかみ中学校　 小松　月彩     (沼田間税会)
「納税」は税と向き合う　大事な瞬間   　　　　　　　 　  　　　　　            青木　幸枝　(館林税務署管内間税会)
税金で　みんなの生活　支えあう　　　　 　　　　　　　　 桐生市立相生小学校   木坂　優月    (桐生間税会)
一人の税　みんなを助ける　命の税　　　　　　　　　    長野市立篠ノ井西中学校　 大輪　優那   　(長野間税会)
笑み満ちる　暮らしを照らす　税がある　　　　　　　　　      長野市立山王小学校　 山　　瑞乃   　(長野間税会)
納税で　世界の誰かを　幸せに　　　　　　　　　　　長野県東御市東部中学校　 佐野　杏樹　   (上田間税会)
税金が　支える未来に　笑顔咲く　　　　　　　　　　長野県上田市立第四中学校　 久保田詩菜　   (上田間税会)
つくりだそう 明るい日本 納税で   長野県上田市長和町中学校組合立依田窪南部中学校     宮川　結菜　    (上田間税会)
とどけよう　わたしの気持ち　税金で　　　　　　　  　　  小諸市立美南が丘小学校　  島田実結那   　 (佐久間税会)
税金で　みんなの笑顔の　まちづくり　　　　　　　  　 　　　佐久市立岸野小学校　 木内　琴音   　 (佐久間税会)
納税で　守る日常　築く未来　　　　　　　  　　 　           佐久市立中佐都小学校　  栁澤　  隼   　 (佐久間税会)
税でまく　希望の種が　芽をのばす　　　　　　　　　　　諏訪市立諏訪西中学校　 濵　　実央　　 (諏訪間税会)
人々の  暮らしを支える消費税  みんな納めて  明るい社会を　  茅野市立永明中学校　  上條　日和　　(諏訪間税会)
税金は　みんなを守る　みんなの会費    　　　　　　   岡谷市立岡谷西部中学校　  宮澤　結里　　 (諏訪間税会)
税金を　正しく納めて　良い未来　　　　　　　 　　下諏訪町立下諏訪社中学校　 青木　楽奈　 (諏訪間税会)
税金で　明日を照らす　希望の未来へ　　　　　　　　 　　　  原村立原中学校　 菊池　陽愛　　 (諏訪間税会)
よく知ろう　税のりかいを　深めよう　　　　　　　　　        飯田市立緑ヶ丘中学校　 熊谷　笑胡　 (飯田間税会)

【税務署長賞】
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【税務署長賞】

消費税　豊かな暮らしを　支え合う　　　　　　　　　　　 木祖村立木祖小学校　 日下部心春     (木曽間税会)
ニッポンの　みんなの笑顔　守る税　　　 　　　　　　    新潟市立東石山中学校　 野上　紗希     (新潟間税会)
小さな手　税で守られ　夢ひらく　　　 　　　　　　        新潟市立亀田中学校　 大河内望愛     (新潟間税会)
「税金」と　書いて未来の　設計図　　　　 　　  　　　　　五泉市立五泉中学校   五十嵐心那 　 (新津間税会)
納税は　私とみんなの　支え合い　　　　 　　  　　　　  新発田市立豊浦中学校   土佐　心美 　(新発田間税会)
税金を　正しく知ろう　未来のために　　　　　　　　　　　　 長岡市立大島小学校　 坂内　智祐　　 (長岡間税会)
正しく納税　広がる安心　深まる絆　　　　　　　魚沼市立堀之内中学校　丸山　秀良　  (小千谷税務署管内間税会)
税金が　支える明日へ　つなぐ道　　　 　　　　　　    　  十日町市立東小学校　 二瓶　祐寿    (十日町間税会)
税金は　なくてはならない　社会の仕組　　　　 　　　　　上越市立八千浦中学校   佐藤　　漣    (高田間税会)
納税の　義務を果たして　良い社会　　　　 　　　　    　 妙高市立新井中学校  　岩澤　芽璃    (高田間税会)
税を納めて　未来へ繋げ　優しさの連鎖　　　　　　　 　糸魚川市立能生中学校 　 笹川　芽奈   (糸魚川間税会)
税金で　作る未来と　みんなの笑顔　　　　　　　　 　　　　　  村上信用金庫     伊與部舞子     (村上間税会)

間税会活動の功労により、15名の方が令和７年度納税表彰を受けられました。
受章されました皆様に対しまして、関東信越間税会連合会会員一同、心よりお祝い申し上げます。

中島　祥博
全国間税会総連合会常任理事(前)
関東信越間税会連合会副会長(前)
群馬県間税会連合会会長(前)
群馬県間税会連合会理事

小暮　進勇
全国間税会総連合会副会長
関東信越間税会連合会会長
埼玉県間税会連合会会長
越谷間税会副会長

( )
税を納めて　未来へ繋げ　優しさの連鎖　　　　　　 糸魚川市立能生中学校 笹川　芽奈 (糸魚川間税会)
税金で　作る未来と　みんなの笑顔　 　 　 　  　 　 村上信用金庫  伊與部舞子   ((村上間税会))

税間税会活会活動の 労功労により、15名名の方が令令和 年７年度納税表税表彰彰を受受けられました。
受章されました皆様に対しまして、関東信越間税会連合会会員一同、心よりお祝い申し上げます。

令和７年度 納税表彰受彰者

昼間　孝一
全国間税会総連合会常務理事
大宮間税会会長(前)

橋谷　徹
関東信越間税会連合会理事
群馬県間税会連合会副会長
藤岡間税会会長

森川　昌紀
関東信越間税会連合会理事　
埼玉県間税会連合会副会長
川口間税会会長

横山　和裕
関東信越間税会連合会理事
茨城県間税会連合会副会長
土浦間税会会長

笹沼　泰昭
栃木県間税会連合会理事
宇都宮間税会副会長

蓼沼　浩司　
関東信越間税会連合会理事
栃木県間税会連合会副会長
足利間税会会長

大山　賢司
全国間税会総連合会常任理事
関東信越間税会連合会副会長
群馬県間税会連合会会長
前橋間税会常務理事

関　真一
関東信越間税会連合会理事
群馬県間税会連合会副会長
沼田間税会会長

名古谷　誠
全国間税会総連合会常任理事
関東信越間税会連合会理事
埼玉県間税会連合会副会長
浦和間税会会長

河端　一　
全国間税会総連合会監事
関東信越間税会連合会理事
埼玉県間税会連合会副会長
大宮間税会会長

小坂　雅彦
全国間税会総連合会常任理事
関東信越間税会連合会理事
埼玉県間税会連合会常任理事
所沢間税会副会長

歌川　多喜司
関東信越間税会連合会理事
新潟県間税会連合会副会長
糸魚川間税会会長

金井　則夫
関東信越間税会連合会理事(前)
群馬県間税会連合会副会長(前)
沼田間税会会長(前)
沼田間税会監事
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越谷間税会 会長 佐々重雄

春日部間税会 会長 横井英明

　10月23日女性部で、徳川将軍家墓所増上寺と東京タワーに行きました。
虎ノ門ヒルズ駅で集合し、まずは、愛宕神社の８６段の急な階段をのぼり参拝
しました。この階段は出世の階段と呼ばれ、江戸時代、馬で一気に駆け上が
り紅白の梅の枝を折って徳川家光に献上した曲垣平九郎の故事に由来して
いるそうです。
　ＮＨＫ放送博物館では様 な々機材を見、体験コーナーで実際に体験し、懐
かしいテレビ画像を見ました。東京タワーの足下のＴＡＮＧＯでワインとイタリア
料理を楽しみ、東京タワーに登りました。当日は天気がよく素晴らしい景観でした。
増上寺には江戸時代の火消しの慰霊碑もあるそうです。６代将軍と共に、京
都の公家社会から公武合体策で、１４代家茂公に降嫁した和宮も眠っている
そうです。広大な敷地の増上寺と、背後にそびえる東京タワーのコントラストに
圧倒された一日でした。

間税会の活動状況

竜ケ崎間税会 会長 安達　實

　越谷間税会では、「税を考える週間」行事の一環として、越谷税務署管内
４市１町の小学 6年生に対して「世界の消費税」クリアファイルとパンフレットを
贈呈しています。今年度は管内の全６８校、約 6000 部を小学校へ配布しまし
た。
　また、越谷間税会青年部では、租税教育に関する活動として、中学校にて
租税教室を実施しています。租税教室の講師は、租税教室に関する研修を
受けた青年部の部員を派遣しています。今年度は、令和 7年 9月16日（火）
に三郷市内の中学校に訪問し、租税に関する講義やクイズを通じて租税に
関する知識を深める活動をいたしました。

　令和7年8月6日(水)15時より アサヒビール㈱茨城工場内のスパードライミュ
ージアムに於いて、竜ケ崎間税会、下館間税会、古河間税会、土浦間税会の
会員様、関係者総勢66名の参加による毎年恒例の合同研修会を開催致し
ました。研修内容は、竜ケ崎税務署 中村浩士統括国税調査官の講師で「令
和7年度税制改正による所得税の基礎控除の見直し等について」の演題で
行われました。
　また、研修会終了後には「納涼会」を開催し、アサヒビール㈱茨城工場の
美味しいビールを堪能しながら、多くの笑顔が溢れ会員様の親睦を深めるこ
とが出来ました。

土浦間税会 会長 横山和裕

　去る11月29日( 土 )、会員交流事業の一環と致しまして、秋の新そばの
収穫時期に合わせ、恒例となりましたそば打ち体験並びに石窯ピザ作り体験
を行いました。
　そば粉は、地元産の常陸秋そばを使い、経験を積んだ名人からそば打ち
の基本を教えていただき、わかりやすく丁寧な指導のもと楽しく体験できました。
　また石窯ピザ作り体験では、生地の成型から始まり、地元の食材に加え、ベ
ーコンやサラミを盛沢山にトッピングして、オリジナルなピザ作りを楽しみました。
締め括りは、スタッフが一枚一枚丁寧に焼き上げてくれました。
　最後は、参加者でそばの「打ち立て」「茹でたて」と、ピザの「焼きたて」を堪
能。もちろん味は、格別で絶品でした。

納涼会
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古河間税会　会長 石山嘉之

栃木県間税会連合会 女性部

宇都宮間税会 会長 山本孝雄

古河間税会 総和支部長 高橋　正　
　総和支部では、コロナ感染症等・諸般の事情で久しく開催できなか
った日帰り視察研修旅行を税に関する理解と親睦を深める事を目的
として、10月23日（木）埼玉県和光市にある税務大学校に行って勉強
して参りました。きっかけは、古河税務署・藤田署長の前赴任先との事
で、ここでは江戸時代から現代までの税の歴史をテーマとした代表的
な展示物を紹介しています。
　当日は石山会長にもご参加頂き、支部員総勢14名が午前８時にネ
ーブルパークを出発し目的地の税務大学校・和光校舎には９時40分
頃到着しました。古河税務署の藤田署長を始め早川消費税課長、朝
霞税務署松谷署長、その他多くの方々の歓迎を受けました。

【青年部】宇都宮間税会では、青年部を中心に独自のホームページ
（https://kanzei.net）を開設し、会の活動や会員同士のつながりを深める取り
組みを展開しています。
　サイト内には、会員各自が専用フォームを通じて自社の情報や業種を掲載で
きるページを設置。異業種間での交流や情報交換がしやすくなっており、実際
にビジネスのきっかけとなる例もあります。
　さらに青年部主導の異業種交流会も定期的に開催され、ホームページと連
動して新規会員の加入促進にもつながっています。

【女性部】　宇都宮・真岡間税会女性部合同研修会開催
　ホテルニューイタヤに於いて、講師に福田記念病院院長(医学博士)の福
田晴美先生(真岡間税会女性部長）を迎えての医療研修会を開催しました。
　「生活習慣病と骨粗しょう症」と題し、食事、運動、喫煙、飲酒等の生活習慣
の見直しや積極的に健康診断を受け寝たきりにならないような意識の改革と
健康寿命の大切さを学びました。

【女性部】　栃木県間税会連合会女性部第15回研修会開催
　暖かな日差しの中、今回は足利間税会の担当にて、隣県である群馬県館
林市のカルピス工場を見学。
　カルピスやなかなか手に入らないカルピスバターなど沢山のお土産をお買
い上げ。昼食は、舘林うどん本丸にてご当地名物うどんを美味しく頂きました。
その後、正田醬油館林工場を見学し、醤油のお土産など楽しく充実した一日
でした。

　その後は館内で、江戸時代の年貢から始まり地租改正、税務署の創設、戦後の税制改正、国税庁の発足、そして現
在の消費税の導入等、署員の方々から丁寧な説明を受け多くの事を学びました。帰りは川越で名物のうなぎを食し、お
天気にも恵まれて大変有意義な一日となりました。
　最後にこの様な研修会をご教示頂きました古河税務署の藤田署長、一日私達を安全に運行して頂いた学校法人・
山本学園様に心より感謝申し上げ報告とさせて頂きます。

研 修

税務大学校 和光校舎
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　今年度５～７月の３か月間で16小学校にて、計687名の児童に租税教室を
開催しました。租税教室と合わせて「税の標語」を募集し、児童たちから846
作品を集めることができました。審査では、手書きの応募用紙から児童たち
の真剣な取り組みが伝わってきます。私たちが伝えたかったことを、しっかりと
受け止めてくれている作品も多く、やりがいを感じることができます。例年、冬に
も開催依頼がありますので、今年度最後まで責任をもって、租税教室開催に
取り組み、租税教育の推進に努めてまいります。
　租税教室開催に関し、高崎税務署の皆様からの多大なるご協力に感謝
申し上げます。 

高崎間税会 会長 宮田　誠

　今年度、佐久間税会では小6校・中2校、計14クラス517名に租税教室を
開講しました。毎回全員から感想を書いてもらい当会役員間および税務署
へ共有しています。目を輝かせて聞いてくれる子たちの感想文は読み応え
があり啓発を感謝する内容で講師としても喜ばしく感じています。
　管内38校の小6生を対象に税の標語を募集しており、今年度は計２０９５
作品(4年連続県内第一位)の応募をいただきました。優秀作品については
納税表彰式にお招きし表彰を実施しました。付き添いのご家族・先生方と誇
らしげにする姿から、児童の今後の人生の励みになることを願いました。応
募いただいた全員に当会オリジナルの定規と世界の消費税ファイルを配布。
　順調な事業を支えるための会員増強が今後の課題です。

佐久間税会 会長 原　桂一

前橋間税会 会長 石川直美

　前橋間税会女性部は前橋税務署と連携し、けやきウォーク前橋にて「ス
マホ申告の利便性」を PR するイベントを開催しました。このイベントは、マ
イナンバーカードを活用したスマートフォンによる確定申告の手軽さを広く周知
することを目的として、来場者に向けてその利便性を紹介しました。また、
サンドアーティストKohei 氏による砂絵ライブパフォーマンスを実施し、こちら
でも、スマートフォンによる確定申告の手軽さをサンドアートで表現していただ
きました。物語を描きだす幻想的な演出に、100 名を超える観客が集まりま
した。
　今後も税務行政への理解促進と納税環境の整備に寄与する重要なイベ
ントとして、継続して開催してまいります。

　間税会3大事業である「税の標語」について、今年度より初めて管内の小
学6年生を対象に「税の標語」作品の募集を行いました。多くの児童に賞を
受賞してほしいと考え、「全間連会長賞」はもちろん、「関信越会長賞」「桐生
間税会長賞」「桐生税務署長賞」「桐生市教育長賞」「みどり市教育長賞」
を設け、表彰を行いました。これをきっかけに、子どもたちに消費税に関心を
持ってもらい、消費税の大切さを理解してもらえるように活動してまいります。
　また、今年度の桐生間税会の目標として、会員全員が消費税に対する理
解を今まで以上に深め、さらなる会員の拡大を図っていきたいと思います。

桐生間税会 会長 近藤雄一郎
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　佐渡間税会では、毎年、租税教育の一環として「世界の消費税図柄入りクリアファイル」と
消費税の役割についてのパンフレットを島内の小・中学生に配布し、子どもたちが身近な生
活の中から「税」について考えるきっかけとなるよう工夫しています。
　今年度は、佐渡間税会の役員が小学校を訪問し、租税教室の講師として授業を行いまし
た。授業では、税金がどのように使われているかを説明し、学校や道路、消防など、身近な公
共サービスが税によって支えられていることを具体的な例を交えながら紹介しました。また、実
際に「1億円レプリカ」を手に取ってもらう体験を通じて、児童たちは興味津々の様子で授業に
参加してくれました。
　佐渡間税会では、今後も地域の次代を担う子どもたちに「税の役割」や「社会を支える仕組
み」について関心を持ってもらえるよう、引き続き租税教育の推進に取り組んでまいります。

新潟間税会 会長 高野幹也

　新潟間税会では、より多くの生徒さんたちに税に関する興味・関心
を深めていただけるよう、毎年新潟市内の中学校から「税の標語」を
募集しています。
　今年度は23の中学校から5,387点の応募をいただき、厳正なる審査
の結果、各種の賞と入選合わせて49作品が選ばれました。昨年度に
比べ応募数は減少してしまいましたが、中学校の数は３校増えました。
　11月13日（木）には受賞された生徒さんたちをお招きして納税表彰
式が行われました。また受賞作品は地元紙にも今後掲載される予定
です。
　来年度は是非とも今年度を超える数の標語が集まるよう、引き続き
周知活動を行って参ります。

佐渡間税会 会長 松柴尚治

　信濃中野間税会の活動で特色のあるものは、信州中野自動車学校様
のご協力を頂き、10 年以上続けている税の広報活動です。
　信濃中野税務署、青色申告会との共催で、確定申告前の1月下旬に、
関係者が自動車学校に集まり、税の広報ステッカーを教習自動車のリア
ウィンドウに貼り、路上講習に向う出発式を行っています。教習自動車が走
る税の広告塔となります。 
　地元紙や、ケーブルテレビ等も来られ、ローカルニュースとして広く流し
て頂いています。また、往来の多い道路沿いの自動車学校の案内電光
掲示板に、「確定申告はe-Taxで」といった広報文を何本か、2か月以上
掲示頂くことで、この広報活動の効果を一層上げる工夫をしています。

、

　９月１２日（金）、税理士会大町支部との共同により大町税務署にて「税
についての作文」の中学生部門の作文審査会を実施し、厳正な審査のも
と１４件の受賞作品を選定いたしました。
　また、１１月１３日（木）には大町税務署納税表彰式にて、三溝昌範大北
間税会長が団体の活動を通じた納税思想の高揚の功績を称えられ、税
務署長納税表彰を受賞されました。
　翌日１１月１４日（金）には、「デリシア大町店」前にて、「税を考える週間」
の一環として、e-Taxによる申告、キャッシュレス納付等の利用促進に関す
るリーフレット及びポケットティッシュの配布を、三溝昌範大北間税会会長
を始め、８団体の皆様とともに実施しました。

大北間税会 会長 三溝昌範

信濃中野間税会 会長 望月誠一
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